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価格に士Jナるアフ I）カ人のbi.I古のしかた（てit『泊i吹人

土基準とし｛ご組み立ご f》れた在J↓L♂〉経済学J

いはその前提のあてはまらないものが多いという考え

が，これまで長い間，きまざまの人によマJて述べられてき

た。まf二二心I）考えtt f －；リカ入に；投られていたわけでは

なく，アジアその他の地域の現住民の行動様式に関して

も同様のことがいわれてきた。より具体的には価格に対

する労働仏るいは買j.;rノ(Jiご給反応に，，.，、て，いJJータる経1六

人（ホモ・エコノミクス）と異なった行動様式を持って

いるという点で問題とされた。すなわち，これらの人た

｛：， は価怖にけして無関心でありー：；モ給曲線三 L、J た機立：

をかれらにあてはめるよ二とはで0ないとか，かれらはすi
働の供給に関して反転する供給曲線（backwardbendin日

日1pplycur、t・s）を恥 ており， dii与がある；／（准に達すj!, 

:fよりl'J.I i ;}Ji＇；与を Rにせず，余11p1，，の選全fc＇）＇］如、ターケ

ット・ワーカーであるといったようなi議論がこれである。

この悼のゴ張の［1,-1Jlli'1'.Jなものがソーケ必十 Fンダ領収

fンド都防（曳在のイ＞］ごネシγ：の研究にはじJLるし，

アフリカを扱ったものでは，文化人知学干干のハースコヴ

fツツじれ符f平に見idlる。ま／ニノ；ーグ（leT. Berg) VJ 

土うに， WI人の行重IJ!h＼をと u てはれば， トーゲット・

ワーカーであるが，全体の労働供給曲線を見ればいわゆ

る正常の lfi卜~iiを描き、これはF号；」、／1lli格が；'fr.

：と増すことi午よる（／）／ニとよりあI]ん通に説明すとJr＼も111て空

た。そして｛｝］期の議論と違つて，反転する労働供給曲線

を描くとしても，そi：はなiこtλIf：れ済的hi心主ではたL、

とする汚えが，最近ci士多く t;_っているo

こhiこ｝.j-してp・’r・ノくウアーペ，R.スダーンらは，

価格変動l三夫、jするアフ yカ人あるいはアジア人農民の良

fl'i'i物供給（土L、わゆる 1U；正な反応合，1：すと，j•）長 L ，ほかに

も多くのl術文がこの滋論をx十.＇J'・しているυ

このような供給ば志に濁する議論はまだ現在もが：けじ

れているのであるが，ここに取り上げるE・ディーンの

著作は，この供給反応の問題に真正面からぶつかり，こ

れを解明しょうどしたものであり，今までの議論の進践

に大主く貢紋するものである、

著者はその分析の対象として，中南部アフリカのマラ

ウィ共和国（以前はニアサランド植民地〉のタバコ栽培

農民合以り上げラ過去30数年にわたるデータを駆使し

て『タバコ供給の弾力性，労働供給関数の性質，および

社会的要因の市場価格への影響を分析している。

II 

,t;:：；！：：は序および（i章からなり， 4項i-iのは録がついて

いるc この6章はそのまま告者の方法みの展開をλわす

ものてゃあるから，その内容をまず紹介しよう。

第1'F,f:で著者は簡単にマラヴィの経済全体を説明し，

タ戸工生産をその1p1こ位置づける。タバコ輸出額i士lリG9

"I二に全輸出額の39%を占めており，タパコはアフリカ人

小袋民（ほとんど自家労働力のみに頼る）の主要な換金

用11ご杓の一つである。第2,;zではタバコmz者量の決定要

因に関する仮説を組み立て，生産者が経済理論にしたが

って行動した場合，これら決定要因の変化がタバコ販売

j孟含どのように’t化させるはずである方 sを説明する〈；ぉ

3立では販売量，生産者価格，生産者数，人口数，出稼

ぎ労働賃金指数，商品購入価格指数のおのおのについて

のJ一々を示すu これらのデータは過去；m数年間にわ，九こ

るιしり仁あるが，その出所全ljfjらかにし，おのおのどの

程度に正確であるか，データの精度の検証をまじえて説

191すら｝

おifトーでは比三本で示した仮説に！｝） ＇とってデーケを

ktJM分析（regr剖 sionanalysis）を使って，n-算し， rm帰係

数（nιにressioncocfl,cient）をどす。これにより供給と錨

格変動との濁i糸を知り，仮，，見に対してキ,i；，泌をだすυ ヨ；5

〈えでは著者は長期的なタバコ販売量のトレンドの分析に

はい札そのfJ?問を究明するわ第6主主では経済外［均約一会

的要問の価格にた｝する影響の険証として，部族のwなる

者に対する販売価格と同部族民に対する販売価格の差異

があろかどうかを調査し，結果を提示する。

荷台のたてに｛，1i≪11.は次のようなものてある。アフリカ

人タバコ生産者は 3種類の欲求，すなわち余暇，自給{l'j

141:財およひ守商ifi,(cash goods）を得るために，白日の持

つ11:J>°i:二要素を投入する。このうち溺i',／，をねる方辺、にi工い

くつかの退択の余地があり，一つの方法はタパ日：l.'.i!Eで

ror 
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ある。そのほかに賃労働による収入を符ること，タバコ 船上、ヴケ fにおいて作付i!ii積の測定i上多くの場合袋

以外の換金作物を生産することと~＇(I）「j一見公取得活動jが 印，mのJj;;似許可定によるもので，！パ料にたるものではな

ある。技術水準は一定であるとJ/x.；とし、各活動への生産 い土賢IIJHこも；汚えて，制帰分析のヂーヤ土しては使用し

要素の配分は均衡状態にふり， 1itiit九む上♂所得の変動iこ なか ＇le.のである（p.92）じ

よって，この均衡状態がどのように変化するかを見るこ

ととする。 III 

このようなモチルを想定した後，務fi・は所得を・，iごと

した場合に前記の各項目の価格の変化がどのような生産

要素配分の代替効果をもたらすれま／：！？託尋水準が変化

した場合にはどのようなIJf件以J県金生みだすかにつヤて

推論する。すなわち代替効果；こ／川、c' I‘タパコ生産ff・

印lit与が上がればヲパコ生11｛民はj特JJIIL. ・般商，＼i'，の購入

価h絡が下がればグパコ生産を：；；めた「成立た取得活動Jの

投入が捕加するω またタバコ以外の「現金取得活動」の

＆：産者価格あるいは労働賃金が増せば，タバコ生産昆，

I~ I給消費財生産量および余暇が減少する。

次に所得効果については，タバコ生産者価格の上昇，

一時空商l同購入価格の下落，タバコ以外の「現金取得活動J

c！） 山，r.者価格あるヤは労働~｛riu> U／.ぴ〉いずれかによ

iJ ＇！，日可者の所得水準が上がれば， 1・1給＼i'i貨財のそE.産とm
fr，ならびに余暇の消費がrn1J11L‘ニ、ハ／よめタバコ生産

土1：；む現金取得活動の量は減少するみ i]'fjんの消費はi科大

するはずである（p.31）。

タバコの供給の決定要国を以上のニつの効果について

凡てゆくことにより，ディーンの分析はこれまでになさ

れた分析を一歩進めたものといえるu Lかし仮説が精微

なものになればなるほど，これを検証すべきデータもj,,

1,tiする；こたるものでなければならなレ 持者が Lrirをさ
1、て.，，-'Jの説19）にあて CL、／い＇）七し／ぷゾて、：＇＇ 1然とヤ

う八きであろう U

宮行方1使用したデ－ 'J ＇・川：ii-c; .t' /J¥f主主先のiおアソリ

ブJおよびローデシアの7；貨のンリーλ，およびl商品佃i絡

指数のシリース、の｛ム梢性＇こやや欠けるところがあると占有；

者自身により説明されてL、る。とくに195:l年に口ーデシ

ア・ニアサランド連邦が，／！｝：ぶされて以米，分析データの

最後の年195otr：ーまでは，マラウィ o±Hiifの二アザラシド）

1・1身の貿易統，Hーが存在し口、な」＼ しょこがって商，＼M1他格
知数として，この期間iはJ止｜砕しりa↓lアソ lj /; 3 I卦の輸入統

＂ト：川ヒフたことが述べら JL ・c ＇，、心 J

｝千百1;；供給を交わす数ti!'，.けー；t'IH11uWをj!J!.J,・1ータバ

1 rnぇむ量をfiEったのも，統，,Iu•i,,,jれいに悶する考慮によ

るものであ.，た。できることなら，天似の影響等を受け

なし、ffi、cJ'ffli偵を1史｝｜］ナるはうが好ましヤii)Cあるが，：出

よ02 

首）4 ,ii:；で務者ーは収集したデータをfiii記の似説lこしたが

っ11i'!i1f分析する。すなわち独令交数にケパコの貨幣生

,,r /~ (1lli仇 /l't依ぎう包の7；賃および·，•うウ｛』こ ：t;ける一鍛

11’力，＇

ιj式5：とえ主のであるο 実際の，ii-算frY，では’k注目一数のi'i"i

,1,主および i 人三［たりのタバコ販売肢を ~lるために，著者

は3紙の，H白算を行なっており，おのおのタバコ販売量／

人ll，タバコ生産者数／人口およびタバコ販売主主・／タバ

コ生産者数を従属変数として用いている。

州市！？分析の結果は次のように婆約できる。すなわち：＇＇ 1

z後年度の 1年内［jのタバコ生産者価格と叶該年度のタバコ

版J己以の関係では，仮説で立てんれた；'.f-l.｝条itゐが濡jたさ

れ、 H・h1＼係数が有意で、ある。これは乍／； :J flt*';; tlh線が：1E

のMげ↓をn・》ことを意味する。

上f二日午・Ji'o,',filh栴指数に関してのliH,1＼係数は、 「枇金l説得

活動」の労働供給弾力性を示すものと考えられたが，こ

の111］%＼係数の計算の結果は有志‘とはでなかった。この型！！

111としては，商，＇，，＇，側協変動に関しては代替放 j巣と所得双j

」誌が；！｛！の）jj(,Jにi1'J11し，その程度がほぼliiJじくらいであ

ったことが均えられる。他のl可能性としては，f耐各指数シ

リーえの佐川データの精度が低＇・＇ためともたえられるけ

次に1mまざ先労賃についてみと》と． ケハコノ＇l'.,J1者ー／入

I ¥-iiよびケパコ販売量／人IIを従属変数とした11_1]録分析・

・c；仁 fli,illのJ科止条件がi前たされ｛Uiとあるι したがっ

C/Ufjぎ先の：'jJ’貨によって得る労働の利益が，タバコ＇ l・:

;>Ji九で／＼｝る利益に比べ相対的に向上した場合，タバコ生産

に投ドされる労働量が低下することが結論され，アフリ

カ人の労働供給曲線は正常な右上がりの曲線であるとさ

れるa 以上の諸lよから，アフリカ人タバコ生産者の供給

lii,L、は経済J!J!,l命の1Ji0¥IHこ台致すると 'lf一行ーはありふするので

ある（p.7f,), 

¥i J ，＇江主で ο短期jのf1lli総変革11にはするlJIぷ；；Jがよ：の分析

にJ パ、亡、 託行は第5章においてklりiσパ、レンドの分析

に似る p こび） 1/\J組については， llliiil'.のタ ／ 五コ ~LI止者価格，

労賃指数，商，'ii，価格指数の相互間の比率はい子れもはっ

きりしたトレンドを持ってャないにもかかわらず，クノミ
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コ生産量は長期的に拡大を続けているのであり，生産訟

を人 11あるいは生産者数で割っても相九の拡大を続けて

いることが示される。

ここにおいて著者は，生産日；の持続的な拡大の!Jl(留を

技術的革新による労働および土地生産性の増大と『阿｜吹

の消費物資の供給が交通運輸事情の改善等で増大し，い

わゆるデモンストレーション効巣が起きたことの2hに

求める。この期間に起こりた技術革新としては推肥等の

施肥の実行，うね作りの実行，主lrf:露。タペコ導入，乾燥

所の増設による加工改善をあげている〉また運輸の発達

は消費材価格指数に現われたい形で生産？？のこれら物資

の購入価格を低下させ，デと Lスト Lーンョン効果によ

りn;i,金に対する願望を増大させと司 i'l給消費材と商品の

限界代替率に変化を生じたため，タバコ生産量の別大が

起こったと著者は見ている。

第6章はタパコ生産の問題から離れて，社会集団の［，，］

－性・異質性が，アフリカ人の問での価格形成にどのよ

ろた影響を与えるかという問題について，著者が行なっ

たつィールドワークの分析であり，今？七での議論を補う

ものとしての役目を持ってし、るι すなわち調査の結果i土

問；な，）た部族問のような集！日の県民性は多少の価務の差

異さもたらすことはあるが，これはずレミアムという概

怠で経済理論の中に取り入れうるものであり，経済理論

をくつがえす種類の行動様式ではないというものであ

る。さらにこのようなプレミアムは，市場の機能によっ

て淘汰されてゆくものであると結論される。

以上著者の方法論と，それによヴて場きだされた結論

アジア経済研究所刊行

：繋評

をおt介し たのであるが，その精微な：義論の）民間にもかか

わんず，持行の結論を一般化する均台にはl,'iJ起になると

｝.！＿！.われる点をラニ，三あげておこら

支ずーーではタバコが取りよげられ－c,.、るが，換金作

物の種類によって相当な供給反応の違いが出てくるので

はないだろうか。それはたとえば一年性の作物と永年性

の作物では違うであろうし，またその生産の一部を自給

消費に回すような食糧作物と，生産全訟を販売する作物

とは違うと忠われる。また生産構造の差異，たとえば雇

rn労働力のある場合とない場合とれ経'F:l:.もの完：異，た

とえば久偵のある場合とない場｛；－にラ多少i主J pえ反応が

JlU >i Lるであろうという想定もなしうるう士た天候の非

？；；に不安定な場所では，その不順に viiiえての生1~t者によ

る保険的な行動様式が，価格に対ナる供給弾力性の硬底

化として強く現われるのではないだろうか。

また箸者－によって，プレミアムの問題として経済理論

の中に含みうるとされた，社会制度によって規制される

行動様式の問題は，まだまだ著者のような簡単なテスト

でかたづけてはならないものを白んでいる。プレミアム

L して l'o！但しうるとしても，その；辻i'1りt（大きさは各社会

制度む異なるわけであるし，この；；.（の検討は，今後さら

に多くの研究に待っところのものが大きし＼

ともあれ著者の｛午成した分析方

にも大いに役だつとJ恩lわれ，本警が開発途上国の農民の

行動儀式を分析する方法論の発肢の上に来たした貢献は

刈く評価すべきであろう。
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